
 

 

                      副校長  小野 由紀    

梅雨空の中、吹く風も次第に夏めいてまいりました。 

梅雨明けが待ち遠しいですが、この時期の雨は、農作物や

植物にとって恵みの雨となります。学校の夏みかんの木に

は、すでに緑の小さな実がついています。他の木々の緑も濃

くなり、植物の生命力を感じる今日この頃です。 

６月になってから、毎朝、昇降口付近で、子どもたちが、

水やりをする姿をよく見かけるようになりました。「ぼくの

ピーマンを見て。」と２年生から声をかけられたので、一緒

に植木鉢を見てみると、４センチくらいのピーマンが実っていました。「いつとれるかな。」「お

いしそうだね。」と話していたら、すぐそばで、朝顔に水やりをしていた１年生が、「つるがの

びてきた。」「花が咲いたよ。」とうれしそうに教えてくれました。毎日、変化を感じながら、

大切に育てている思いが伝わってきました。 

また、別の日には、小さなキュウリの実のついた植木鉢にネットをかけている２年生がいま

した。観察をしていく中で気づき、自分でキュウリを守る方法を考えたそうです。 

様々な場面で出会う子どもたちの姿から、日々積み重ねられる学校生活の中で、活動や体験

を通して、学びがひろがり、つながっていくことを感じています。 

本校では、「主体的・対話的な授業づくりを推進し、自分で課題を解決する力を伸ばす。」と

いう中期取組目標を設定しています。自ら考え、課題を解決してく過程を大切にし、人とのか

かわり中で自分の考えを伝えあう力を高め、振り返りで学びを自覚できるような授業づくりを

目指しています。学びをつなげ、日常生活や社会の中で、生きてはたらく力を身に付ける確か

な学びを実現するためには、学校と家庭、地域で協働して子どもたちを見守り、支えていくこ

とが必要となります。学校教育目標「大空の心をもち、未来をつくる日野南っ子」の育成のた

めにお力をお貸しいただけたらと思います。 

明日から 7 月になります。横浜市では、「まん延防止等重点措置」が７月１１日まで延長さ

れ、現在も保護者や地域の皆様との直接的な交流が難しい状態が続いております。コロナ禍で

はありますが、安全に子どもたちの学びを支えていけるよう、職員一同取り組んでまいります。

引き続き、保護者、地域の皆様には、新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、日々の健康

観察や行事等の変更へのご理解とご協力をお願いいたします。 

子どもたちは、７月２１日(水)から夏休みとなり、ご家庭や地域で過ごすこととなります。

長期休みならではの学びを皆様に支えていただけたら幸いです。 
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